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特定非営利活動法人 

日本失語症協議会 

 

理事長  園田尚美 

 

新年あけましておめでとうございます。 

日本失語症協議会会員の皆様、常日頃、協議会の活

動にご支援をいただき心から感謝申し上げます。新

年号の巻頭言には、昨年末に行われた、循環器対策

基本法言連盟の総会に提出した文章を、加筆して再

掲させていただきます。障害があっても、人間とし

て、私たちは人権が保障され、権利を保持し、主張

していかねばなりません。私たちの当たり前の生活

の確保を目指して、一日一日大切に過ごしてまいり

ましょう。 

 

さて、我が国も署名している「障害者権利条約」

は、「私たちのことを私たち抜きに決めないで」とい

うスローガンで始まりました。 

日本国憲法に鑑みても、脳卒中の後遺症を持った

失語症者が、憲法に記された、生存、平等、自由、

社会、参政、請求という重要な人権の保障を、第一

にお考えいただきたいのです。そして、それに伴う

教育、勤労、納税の三大義務を果たせる、当たり前

の生活を送るべきなのです。この国に生きる人間と

して、基本的な権利と義務の確保を、患者会として

望んでいます。 

そのためには、それらの権利と義務とが叶う環境

の整備が必要です。失語症者が、回復期病院退院後、

地域での自立機能訓練を切れ目なく、途切れなく、

受けられるように環境整備をお願いします。つまり、

脳卒中基本法附則第３条にある「脳卒中の後遺症を

有する者が社会生活を円滑に進めるために必要な支

援体制の整備」について、早急な検討をしていただ

きたいのです。 

障害者手帳の理不尽な等級制度で、軽度の失語症

者は障害者として認定されていないので、障害者就

労の機会もなく、結果、日本国憲法に於ける勤労の

権利さえ奪われている現状です。 

さらに、失語症者は思考能力については大きな支

障がありません。しかし、司法の場などにおいて、

証言等の支援が受けられないため、基本的人権にも

関わる不利益な事例が頻回に起こり、当協会に相談

として寄せられています。 

これらの厳しい現実は、環境の整備が第一歩とな

ります。社会生活が円滑に送れるようになるまで、

専門職による有効な機能訓練が受けられるような社

会整備を、喫緊の課題として早急に取り組んでいた

だきたいのです。 

後遺症があっても、訓練を重ね、自分のできるこ

とを伸ばし、当たり前に自身の生活を過ごす。この

支援体制の整備は、失語症者にとって、障害を持っ

て歩く長いトンネルの出口を見出す心の支えにもな

るはずです。 

以上 

 
事務所に多くの年賀状を頂戴いたしましたこと、深く御

礼申し上げます。 

数年前より経費節減対策としまして、協議会としての年

賀ご挨拶状を新年号の紙面でのご挨拶とさせていただ

いております。どうぞご容赦ください。 

 

理事長：園田尚美（月～金）  

事務局ボランティア：         

進藤美也子、志村孝子、 

木村高子、亀澤大介 
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 2021年 12月 7日・8日に都立産業貿易センター浜松町館にて行われました。 

障害者の自立を支援する機器を作る人と使う人との交流が目的です。 

昨年は、WEB交流会でしたが、今年は、流行の合間を縫うようにして、 

感染対策を講じながら開催されました。 

事務局ボランティアメンバーも久しぶりに会場で顔を合わせることができ、 

嬉しかったです。 

『失語症のある人に役立ちそうなものは、ないかしら？』と会場を回ってみました。 

話していることを文字にする機器は、色々とありました。又言いたいこと

を選ぶと声で伝えてくれるものも有りました。 

主に聴覚障害者用に開発されたものです。 

失語症のある方お一人お一人が、「あっ、これいいなあ。これ持ったら便

利だなあ」と思えるものがあると思いました。多くの方が直接会場にきて、

さわったり試せるように、又なるといいなあと思います。 

もちろん 失語症の事を知って欲しくて、ブースを訪れた企業の方々に、

力を込めて説明をしてパンフレットを配りました。 

失語症の事を知ってもらえる機会にもなったと思います。 

（日本失語症協議会のブース。事務所引っ越しの時見つかった【JAPC の旗】を使い

ました。） 

シーズ・ニーズマッチング交流会に出展しました 
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